
編　集　特定非営利活動法人京町家再生研究会幹事会

　2018 年 12 月例会「京極さんを偲ぶ会」にはゆかりのある
会員が本部小島家に集まった。「みんなでワインパーティがし
たい」とおっしゃっていた京極さんが小島さんに渡された 1
ダースのワイングラスで献杯。その後は京極さんに倣って言
いたいことを思う存分語り合った。この議論を整理しつつ、
「京町家通信」に掲載された遺稿から京極さんのなされたこ
とを振り返りたい。

　第一に組織とネットワークづくりである。京極さんは、新
しい試みや京都市など行政と連携した取り組みについては、
「わたしは反対です」とおっしゃることが多かった。京町家
作事組設立のきっかけになった市政 100 周年記念イベントの
参加も、当初は「京都市とやるなんて」と否定的だったよう
に記憶している。ところが職人さんのお話や展示などの企画
が好評で、せっかくできたつながりを形にしようと「京町家
作事組」を立ち上げることになった。住民と支え合うことが
必要ということで「京町家友の会」とセットで結成したり、
NPO として稼げない再生研の代わりに、稼げる組織として
工夫したり、京極さんらしい戦略が盛り込まれている。その
後、「京町家情報センター」の立ち上げで不動産屋さんの組織
化をはかり、「４会の有機的な連携」が提唱された。このモデ
ルが当時はとても画期的で有効だった（＊３）。その仕組みを
全国に周知する方法として、全国町並み保存連盟に加盟し、
ネットワークを全国に向けて広げようとしたことも京極さん
の作戦だった（＊１）。
　第二に全国町家再生交流会の開催である。市街地にある町
家に特化した問題を語り合う機会として京都に全国各地のま
ちづくり関係者が集まった。最初は一回きりのつもりだった
が、課題が残っているということで、隔年開催となり、その
後 2018 年の倉敷大会まで 7回開催された（＊２）。

　第三に出版社経営者という立場から冊子の編集や刊行に尽
力されたことがあげられる。会社のみなさんがご協力してく
ださったこともあった。「京町家通信」は再生研発足当初、変
形版で年に一度発行していたが、京極さんの発案で、隔月発
行のニュースレター形式になった。ボリュームも順次増えて
きた。次々と変化する社会情勢のもと、一つずつ積み上げて
きた改修事例を報告するにはよい媒体となった。
　このような活動の成果により、町家再生や改修が一般にも
認知されるようになったが、京町家新条例が施行されても取
り壊しは続いていることから、一般社会に浸透しているとは
言えない。だが、関わる人や組織、機関も増え、町家改修や
再生事例も多様化してきた。京極さんの戦略が当たったこと
で、町家改修が普通の仕事になってしまい、再生研が追求し
ている「ちゃんとした再生」に必要な理念が希薄になってき
ている。「理念の共有により兄弟組織が有機的に動く」より
も、仕事が目的となりつつある現状にもつながっている。こ
の状況を整理することなく、京極さんは逝ってしまわれた。
　これからは、４つの会だけで連携を強化することよりも、
プロジェクトの内容によって、よりひろいネットワーク、さ
まざまな組織との協働が必要となってくるだろう。この「京
町家通信」もそのような時勢に鑑み、これまでの形式として
発行するのは最後となる。毎年もっときちんとした活動報告
をまとめ、事例の紹介やニュースなどは、ソーシャルネット
ワークを含めた情報発信へのシフトを検討している。
　大谷孝彦さんと仲良くワインを飲み交わしている京極さん
にもこの議論が届いているだろうか。病気がちになられてか
らなかなか次の構想を聞く機会がなかったのが残念だが、そ
のうち再生研始末記を語り合うメンバーも順次そちらへ行く
だろう。そのときどんなお土産話ができるだろうか。

＜京町家再生研究会幹事会　文責：丹羽結花＞

・2003.7 ストックを活かした都市再生の活動を全国へ　＊１
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/19.html

・35 号　2004.7　巻頭言　第１回全国町家再生交流会を京都で
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/25.html

・42 号　2005.9 全国町家再生交流会を終えて　＊２
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/32.html

・56 号　2008.1　巻頭言　第２回全国町家再生交流会無事終了
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/46.html

・54 号　2007.9　巻頭言　再び町家再生の意味を問う　＊３
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/44.html

・66 号　2009.9　巻頭言　第３回全国町家再生交流会に期待する
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/ima/56.html

・68 号　2010.1　論考　京町家ネットの姿勢と行政との協働
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/report/34.html

・76 号　2011.5　論考　NPO 活動と町内会活動の協働
　　http://www.kyomachiya.net/saisei/report/41.html

京極さんの遺稿（ホームページでもご覧いただけます。本文注の＊は次ページ以降再掲したものです。発表年の古いものから掲載しています。）

巻頭言 ◉京極さんを偲ぶ

KYOMACHIYA PRESS
vol.123

京町家通信　第123号　2019年3月1日発行
特定非営利活動法人　京町家再生研究会

一般社団法人　京町家作事組
京町家友の会

京町家情報センター
ホームページhttp://www.kyomachiya.net/

889vol.123



　私たちの「京町家再生研究会」は、平成4年の発足以来

活動を積み重ねて10年が経過し、昨秋には特定非営利活

動法人の認証を受けました。この5月10日には法人登記

後初めての総会が開催され、今後の活動の広がりについ

て協議が行なわれます。

　当会を中心に、「京町家作事組」「京町家友の会」「京町

家情報センター」の4つの市民活動組織で構成する『京町

家ネット』のネットワークの取組みも、徐々にではあり

ますが着実な成果を上げています。「京町家を大切な文化

資産として保全・再生していく」という理念を共有して、

それぞれの特徴を活かした主体的な活動を行ないながら

お互いを有機的に支え合って、理念の実践を深化させて

います。こうした兄弟ネットワークの推進によって活動

が市民社会に根付いていくという新しい組織形態が注目

されています。これは、当会が設立当初から主題として

位置付けてきた実践的研究の積み重ねが生み出したひと

つの成果と言えます。今後は、きわめて難しい課題ですが、

改修工事基金の設立やコミュニティーバンクによる改修

資金金融支援の組織を立ち上げることによって、この兄

弟ネットワークは更に強化充実されることでしょう。

　市民活動におけるネットワークの構築には、前述した

ような共有理念による兄弟組織の結びつきの他に、地域

における他のまちづくり市民組織との連携が必用です。

「古材バンクの会」「関西木造住文化研究会」「町家倶楽部」

等とのネットワークの推進については種々試みられてい

ますが、成果をあげるに至っていないのが現状です。し

かし、今後も地域のネットワークの推進については、第

三セクターの「京都市景観・まちづくりセンター」や職

能団体である「京都府建築士会」「京都府建築工業協同組

合」の中で京町家再生に関心の深い会員､組合員の皆さん

を含めて、努力を惜しむことなく機会を見つけて協働の

試みを続けていかなければなりません。

　また、全国各地で町家の保存再生に活躍する市民活動組

織とも連携して、より広範なネットワークを作り上げ、交

流と相互啓発とを通じて、ストックを生かした持続可能で

人にやさしく、地域の歴史と文化に誇りを持って住み続け

ることが出来るまちづくりに積極的に参画していきたいと

思います。

　当会では、法人化を契機に活動の幅を一層広げ、志を

共有する全国の仲間との協働を目指して、この4月から『全

国町並み保存連盟』（本年6月には特定非営利活動法人に

なります）に加盟することになりました。

　『全国町並み保存連盟』は､伝統的な町並みの保存・活

用や歴史を生かしたまちづくりに取組んでいる全国の住

民団体と支援する個人会員で構成される市民活動団体で

す。1974年に「妻籠を愛する会」「今井町を保存する会」「有

松まちづくりの会」が集まって誕生しました。住民運動

の最初の全国組織として創立以来30年を迎えますが、町

並みの保存・活用を通じた独自の文化運動を続けていま

す。現在の加盟者数は北は小樽から南は沖縄・竹富島ま

で70余団体、全国の個人会員400余名で、昨今の社会情

勢を反映して会員は増加傾向にあり、その動向が全国か

ら注目されています。

　1978年からは、住民が中心となって運営し、研究者や

専門家、行政が協力支援する「全国町並みゼミ」を毎年

開催し、各地の町並み保存運動や歴史を生かしたまちづ

くりを検証し、全国の仲間が親しく交流しています。最

近では伝統的町並みの保存だけではなく、各地に残る町

家を保全・活用した新たな町並み保存、近代化遺産や登

録文化財を活かしたまちづくりなど、各地での多彩な取

組みが紹介され、それぞれの団体の今後の活動に貴重な

示唆を与えています。

　1990（平成2）年には「町並みはんなり歴史都市」をテー

マに第13回の全国ゼミが京都で行なわれ、全国の仲間が

集まりました。私は20年来の個人会員で現在常任理事を

していますが、石本幸良さん（今年設立されたＮＰＯ法

人「都心界隈まちづくりネット」事務局長）とゼミ実行

委員会の事務局を担当しました。

　今年の全国ゼミは9月に橿原市の今井町で行なわれます

が、「町並み守る制度」という分科会を当会が主催するこ

とになっています。また「空き家対策」分科会では京町

家情報センターがパネラーになります。このように、全

国の市民活動団体と交流を重ねることによって、我々の

課題である「ストックを活かした都市再生」の研究・実

践を深めていきます。

京町家は今 「ストックを活かした都市再生」の活動を全国へ
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　我われ「京町家ネット」が全力をあげて取組んだ「全国町家

再生交流会」は6月11、12日の2日間、京都芸術センター（元

明倫小学校）を主会場として開催された。4会合同の実行委員

会が組織され、2004年5月29日を第1回として、開催日直前の

6月6日まで実に13回を数える会合がもたれている。そして今

年に入ってからは、この実行委員会に共催団体となった「(財)

京都市・景観まちづくりセンター」の担当者にも参加していた

だき、パートナーシップを実践していただいた。

　京町家ネットという市民活動団体が初めて全国の仲間に参加

を呼びかけた記念すべきこの交流会の案内チラシには、冒頭以

下のような主旨が書かれている。

　「京町家」が注目され、ブームを巻き起こしていますが、職

住一体の伝統的な都市住宅である京町家が、単なる商業目的で

飲食や物販店舗に利用されているのが実態です。しかし一方、

ストックを活かした都市再生が注目され、町家の再生・活性化

を軸に、地域独自の歴史と文化を掘り起こして再創造する、新

たなまちづくりが各地で展開されています。

　そこで私たちは、町家保全・再生、活性化に関する全国協議

の場をもつことにしました。京町家ネットの長年にわたる活動

実績やシステムを全国の仲間に伝え、各地で実りつつある示唆

に富んだ多くの事例を学びあいたいと思います。それぞれの活

動にフィードバックできる交流の場への参加を、京町家ネット

から全国の仲間に呼びかけます。

　今回の交流会は初めての試みであり、試行錯誤を含んだまま

開催されたので多くの反省点があげられると思われるが、呼び

かけの主旨がどれだけ達成されたか、現時点での総括をしてお

きたいと考えている。まず最初に、参加者に関しては実行委員

会事務局によって以下のように集計されている。

　  参加総人数：351名（両日参加した総人数）
　  参加団体数：82団体（内、発送呼びかけ団体（150団体）の

参加は38団体）

　  1日目（6/11）参加人数：278名（内、一般参加者81名）

　  2日目（6/12）参加人数：232名

　  懇親交流会参加者：173名

　分科会参加者：224名（①29名、②35名、③48名、④35名、⑤29名、

⑥25名、⑦23名（丸数字は分科会番号））

　「京町家通信35号」（2004年7月1日）の〈京町家は今〉に

交流会の最初の呼びかけを行なったが、そこでは規模を150～

200人程度としていたので、目標は達成されたことになる。開

催日間際、6月9日の京都新聞夕刊トップ記事に「町家保全、

京で知恵探る」のタイトルで紹介されたことによって、一般の

参加者が予想以上となった。当初から、活動団体の意見交換の

場として位置付けしていたため、一般参加者への対応に不適切

な点も指摘された。次回の課題の一つである。

呼びかけの主旨の通り、この交流会の目的は以下の4つであった。

①京町家ネットの活動を全国の仲間に知ってもらうこと。

　これは2004年6月1日発行の『季刊まちづくり第3号』の特集

「町家再生の仕組みを考える」で紹介した京町家ネットの活動

内容を、参加者に直接伝えることである。まず4会の代表がそ

れぞれの組織の特徴と活動を紹介し、シンポジウム「町家再生

の光と影」で京町家ブームの実態に迫ると同時に、我われの活

動がかかえる種々の問題点をも披露してその実像を明らかにし

た。そしてこれまでの活動成果の一端の具体的事例として、改

修町家と改修工事現場を見学していただいて意見交換をした。

②各地の実践事例から学び、問題点を共有して考えることに

よって、それぞれの活動に還元していくこと。

　今回は、長、短の活動期間を持つ任意団体、地域に根ざした

NPO法人、社団法人・行政各2団体に特徴ある取り組みを紹介

いただき大変参考になった。参加団体の分類から、それぞれを

代表する事例が聞かれるようにしたが、時間の制限もあって十

分ではなかったと思われる。次回には、発表形態を工夫して、

出来る限り多くの事例が紹介されることが望まれる。

③町家再生が直面する7つの課題をテーマに分科会を行ない意

見交換すること。

　友の会は1つのテーマに絞ったが、他の3会はそれぞれに2つ

のテーマを担当した。今回の分科会は、よくある分科会のよう

に一部のパネラーの話を会場の聴衆が聞くという形をとらず、

全員がテーマを共有して話をするという方法をとった。テーマ

によっては上手くいったところもあるが、多くはテーマを共有

して話し合うという段階にまで至らず、参加者の自己紹介に終

わったものもあった。全員で話し合うには人数が多過ぎたとい

う指摘もある。

④町家を改修再生した飲食店舗の見学を兼ねた懇親会を行なっ

て交流を深めること。

　京町家ネットが改修を担当したかあるいは日頃から関係の深

い町家飲食店を、割烹から仏・伊料理、飲み屋まで8店舗用意

し、参加者の希望通りにエントリーしてもらった。実行委員が

ホスト、ホステス役となって、遠来の参加者を歓迎した。我わ

れの活動紹介が中心であった第1日は、それまで些か固い雰囲

気であったが、リラックスした懇親会はムードが一変して大い

に盛り上がり、交流が一層深化したようだ。他の店めぐりの二

次会企画も大変好評であった。

京町家は今 全国町家再生交流会を終えて

京町家再生研究会事務局　　　　〒 604‒8214　京都市中京区新町通錦小路上る百足屋町 384
　　　　　　　　　　　　　　　電話 075‒221‒3340・ファクス231‒0727 saisei@kyomachiya.net
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　また、これも初めての試みとして、友の会、情報センター

を中心にプレイベントとして、1ヶ月にわたり町家で展開さ

れた『楽町楽家』も画期的なイベントであり、京都の新たな

年中行事として定着していくものだとの評価を得たことも特

記すべきであろう。

　交流会担当者として最も印象に残ったことは、当初から危

惧されていたことであるが、町家再生を軸とした新しいまち

づくりの担い手は我われのような市民団体ではなく行政であ

り、市民団体がそれであったとしても行政主導の場合が多い

ようだ。したがって、真の意味で交流会が活動の協議の場と

なるには、もう暫く時間がかかりそうである。第2回目を担

当するのが他団体なのかあるいは我われが再度主催するかは

未定であるが、今回の交流会を契機に活動が活性化した他の

組織が名乗りをあげてくることを期待している。　　　　　

　以上が概観であるが、種々の立場で参加した人達に少なか

らずインパクトを与えたということで、初めての試みとして

我われの努力が報われたと考えている。実行委員を始めネッ

ト会員諸氏の情熱をもった真摯な取組みに心から感謝の意を

表する次第である。

＜京極迪宏＞

　京町家作事組と京町家友の会は平成21年に共に設立10

周年を迎えたが、これを記念して、これまでの総括と今

後の活動の目標を協議するため、11月6、7日に記念行事

を行った。この中で、6日の午後行われた公開シンポジウ

ムでは「市民活動と行政のパートナーシップ」をテーマ

に、京都市と京都市景観・まちづくりセンター担当者を

パネラーに招いて、これまでの関係を振り返ると共に今後

の展望を考察した。コーディネートは京都市とわれわれ京

町家ネットに精通している立命館大学のリムボン教授にお

願いしている。

　リムボン教授の巧みな進行にも拘わらず、討論の内容は

噛合わず、本質に迫ることなく結果的に「相変わらず」と

いうのが実感で、それほど成果があったとは思われない。

「相変わらず」という結果は、市民活動と行政の協働が如

何に困難なものであるかを証明し、疑念は晴れることがな

い。私はいつも「双方の立場を十分認識し、違いを明確に

することを前提に、お互いに何を期待しているのかを考え

た上で協働すべきである」と言っているが、果たしてそん

なことが可能なのだろうか。

　この10月に金沢で行われた第3回全国町家再生交流会

において、地元NPOと行政の関係をつぶさに拝見した

が、日頃抱いている問題点を再確認することになった。確

かに、金沢の行政はきめ細かなまちづくり施策の実現に積

極的に取組んでおり評価されている。しかしながら、市民

活動との関係は古典的であって、市民活動を行政施策遂行

のための装置として認識しているようだ。

　NPO側も、行政施策への参加を是として活動資金を

行政 に頼ることによって、自ら自立性を脆弱なものに

しているように思えた。ただ、こうした批判はわが国

の現状からは些か的外れと指摘されるであろう。何故

なら、金沢の行政とNPOの〈協同〉のレベルは、一般

水準を遥かにに超えているからである。　　　　　　

　それでは、どのようにすれば市民活動と行政の協働が可

能となって、かつ市民社会のまちづくりに貢献できるので

あろうか。困難を承知で言えば、市民活動側が自立性を高

め、行政が市民活動をあくまで裏方として支援することで

ある。我々として現段階でなすべきことは、行政との安易

な協同を求めることではなく、行政に頼らない市民活動の

姿勢を確立することである。まず、取組まなければならな

いのは、自立を目指す多くの市民活動組織の協働である。

行政との協働を議論するのは次の段階であろう。

　これからの〈協働〉への展望を拓く鍵は、確実な運動

論に基づいた京町家ネットの活動にあると思う。行政と

の新たな協働を模索するために、今一度、京町家ネット

の姿勢を検証してみよう。

　「京町家ネット」は、NPO法人京町家再生研究会を中心

に四組織で構成されている。

＜1＞特定非営利活動法人京町家再生研究会

（1992年7月発足　会員数80名）

（目的）町家に係る調査・研究、再生提案、情報発信、活

動の連携など、実践を通じて、歴史的資産としての京町

家の保全再生とそれらを生かしたまちづくりを目指す。

論考  京町家ネットの姿勢と行政との協働

京町家は今 全国町家再生交流会を終えて

vol.123892
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＜2＞一般般社団法人京町家作事組

（1999年4月発足　会員数35社（人））

（目的）町家の修復、改修、診断などのために熟達した技

能・技術者、施工業者を紹介し、高度な技術と適正な価格

で実施できる道を拓き、京町家の保全再生に資する。

＜3＞町家の暮らしを知る京町家友の会

（1999年4月発足　会員数417名）

（目的）京町家の持主、住み手、および町家の保全再生に関

心をもつ人達（全国民を対象に）の情報交換と勉強および

親睦を図るため、参加しやすい催事を行なう。

＜4＞空き町家と人をつなぐ京町家情報センター

（2002年4月発足　登録業者25社）

（目的）京町家再生研究会の担当者3名と登録不動産業者が

協働して、京町家に関するあらゆる不動産情報を収集し、

持主・売主と借主・買主を友好的に結びつける。

　四組織はその目的にしたがって独自の日常活動を行って

いるが、「京町家の保全・再生による市民主体のまちづく

り」という理念を共有し、有機的に絡み合って京町家ネッ

トとして市民運動を展開している。いずれも、安易に行政

の支援を仰いだり、企業の助成、委託事業等に頼ることな

く、市民としての使命に徹した運動を主体的・積極的に続

けている。

　それぞれの活動目的を特化させているため構成メンバー

に違いはあるが、職能を持つ市民と町家居住者が中心と

なって、職能と暮らしを生かす形で市民運動に関わってお

り、余暇をボランティア活動に当てているわけではない。

　京町家再生研究会の構成メンバーは何らかの形で建築

や都市計画に関係するものが多いが、町家居住者である会

員と協力して実践的研究、調査等を担当する。京町家作事

組は設計者・施工者、京町家情報センターは地場の不動産

業者が会員となり、京町家再生研究会の担当理事と協力し

て職能を市民運動の中で発揮する。友の会は京町家ファン

クラブの要素を持ち、他の三会の活動を暖かく緩やかにサ

ポートしている。

　京町家ネットの運営については、その会費のみで賄って

いくことは難しい。再生研究会については研究の蓄積に基

づいた政策提言、委託調査研究等の事業、作事組、情報セ

ンターは市民と会員が支える独自の運営協力金・活動寄付

金システムによって財政基盤を確保している。こうして、

四会がそれぞれ独自に財務処理をしながら、財政基盤を共

有して他の会の活動を財政的に支援する体制をとってい

る。

　我々は市民主体の市民活動を展開していくために、常

に共有理念を強固にもちつつ柔軟な社会対応を心がけ、会

員の職能を最大限に生かす仕組みを工夫構築し、財政基盤

確立のためのシステムを作り上げてきた。しかし、現在も

試行錯誤の連続である。金融関係の取り組みが大幅に遅れ

ている。この分野に特有の危惧は十分認識しているが、タ

ブー視することなく重点課題としている。 　今後は、町家、

民家再生に取組む地元および全国の市民団体と交流を深め

ることによって、市民主体の運動のあり方を引き続き追求

していきたい。

＜京極迪宏＞

透徹した理論を展開したかと思えばハチャメチャなもの言いで攪乱。

唯我独尊居士貫徹かとみればワイワイと群れたがる。

寂しがり屋だったのかな。

種々の機会とご教示をいただき世直しの社会活動を共に展開することができました。ありがとうございました。

そして心よりご冥福を祈ります。

行先は上か下かはわかりませんが、いずれかでお会いしたらまたご好誼のほどお願いします。

梶山秀一郎

京極さんを送る言葉

論考 京町家ネットの姿勢と行政との協働

vol.123 893



町の暮らしの知恵が凝縮された町家は今さら私が申すま
でもなく、貴重な宝物と思っています。このことを若い
人たちに理解していただきたいと思っています。ずーっ
と以前から小さい町家に住み続けて町家への願いを思い
続けてきた一人の老人として、伝えていく使命を託され
ています。待った「ナシ」のタイミング、切迫感にせま
られた中から生まれた言葉です。取り壊され続けている
現状に「ちょっと町家！」と声を大にして叫びたくなっ
たのです。

京ことばで言うなら「お」をつけて「ちょっとお町家！
」と申したくもあり……、とにかく言い合うことも面白
いでしょう。若い人たちと一緒にこの活動の輪を広げて
いくことが何より大切と思います。
さあ！歩み続けましょう。

チコちゃんならぬ、次の出番はヨッちゃんぢぢいかも…。

＜若山喜正（京町家友の会、京町家情報センター）＞

京町家友の会事務局　　　　〒 604‒8214　京都市中京区新町通錦小路上る百足屋町 384
　　　　　　　　　　　　　電話 075‒221‒3340・ファクス231‒0727 tomonokai@kyomachiya.net

vol.123894

報告 ◉ちょっとおまちや！
若山喜正さんが作成してくださいました。

多くの方々、若い人たちに伝えるため、周知・啓発にご活用ください。
版下など必要な場合は、京町家友の会事務局にお問い合わせください。

若山さんのメッセージも合わせてご覧ください。



◉

〒 604‒8241 京都市中京区三条通新町西入釡座町32番地
電話 075‒252‒0392・FAX 252‒2392　

京町家作事組事務局：月～金・日曜：10時～ 16時
　　　　　　　　　　土曜・祝日は休み sakuji@kyomachiya.net

vol.123 895

試み　　未来に開かれた町家の改修

2018年12月22日（土）に中江邸完成見
学会がありました。
採光や視線の抜けを確保するためには大
きな開口部が必要となりますが、開口部
面積が大きくなると熱貫流の問題が出て
きます。そこで大判のFIXペアガラスを採
用し、隙間と熱貫流の低減をはかり、冬
場は窓際に座ってもコールドドラフトは
感じないそうです。また空調には輻射冷
暖房を採用され、大きなラジエーターが

元織屋建であった吹抜空間の間仕切り位置に設置してありました。吹
抜けには通常の空調では温度管理が難しいと一般的に言われていま
すが、輻射熱であれば床暖房などにもあるように温度管理に効果がで
ると言われています。また吹抜から冷気がおりてくるのを防ぐため、
キャットウォークにシフォンの布を敷いていらっしゃいました。

京都で家を探していた
土地を買って新築するのではなく、町家を買って改修して住もうと
考えた。ささやかながら一定の資金を投入するのだから、自分が住
まなくなったあとにも建物が残って街のためになるほうが良いと考
えた。そこで家探しを始めたのだが、これが困難を極めた。4年以上
探して、幸運にも西陣の地に私でも手の届きそうな小さな町家を見
つけることができた。

さて、いかに改修するか
近年、町家がコマーシャルベースに扱われ、本来の在り方から離れ
た改修も多いように感じる。また、大型の伝統町家のように、すべ
てを昔のままの町家にもどす、という改修は今回のような小さな町
家にはなじまないと思う。椅子式の生活に慣れている我々が全室畳
の部屋で生活をする、通り庭の土間を炊事場として段差の問題や冬
の底冷えを我慢して昔の生活をまもる、などはやや無理があるので
はないだろうか。その地域の風土・時代のくらしを伝承された人々
の知恵に敬意を払いつつも、もうすこし冷静に普通の家を改修する
ような中立のスタンスで生まれた和洋・新旧取り混ぜた折衷性に、
結果として町家の同時代性が立ち現れることを目論んだ。

町家
築１40年ほどの町家の改修である。元の建物は間口3間、奥行き4.5
間。厨子2階建て。もともと南北とも連棟であったが、南側が解体さ
れ新しい住宅が建っている。北側に通り土間、奥に2間×3間の空間が
あり、もとは織屋建てと思われる。職住一致の、おそらくは貧しい機
織り職人の住居と思われる小さな町家である。

空間イメージ
建物が小さいため全体でワンルームのような住まいを考えた。イメー
ジとしてはチャールズ・ムーアのシーランチが近い。一方で、町家の
もつ街並み（オモテ）との関係、建具や襖を開け放つと奥まで見通せ
る奥行きのある空間構成を大切にした。

中江邸は作事組で軸組構造改修の部分を担当しました。
その後の内装計画は施主の方で進められていました。

今回、施主の中江様より、ご寄稿いただきました。

改修
一列三室型の空間構成をそのままに、通り土間を玄関・キッチン・ト
イレ・洗面に改修し、一番奥に浴室を増築した。過去の改修で、トイ
レと浴室が庭に増築され庭がほとんど使えなくなっていた。古い町家
によくある場当たり的な水場の改修部分を整理し、半分残して書庫と
して活用した。
街並みに面する出窓は後の改築でつけられたもので、格子も伝統的な
意匠ではない。しかし、すでに街の景観の一部になっていると考え、
今回は補修にとどめ、いっさい手を加えていない。
表の間はわずか三帖ではあるが、将来において街との関係性を持った、
いわゆる「住み開き」を可能とするしつらえとした。一方で、部屋が
独立せずひと続きの空間になるように2階の床を取りはらい、奥への
連続性が感じられるものにした。

構造
いわゆる建築条件付き物件であったため施工者が決まっていた。不動
産会社と交渉し、構造だけは、伝統軸組構法の技術を尊重し健全な状
態に戻すため、作事組さんにお願いした。既存は、表の間が1間半、
次の間が1間だったが、表の間を1間、次の間を1間半とし、それに
伴って柱・土壁の位置を動かした。町家のもつ構造形式の先端性（柔
構造、基礎、施工性、可変性、ローコスト）が現代でも十分に通用す
ることを実感した。

町家の温熱環境
新築住宅では高断熱・高気密が現在の潮流であるが、もともと断熱な
し気密なしの町家では、改修後の性能は「中断熱・中気密」が限界で
あろう。屋根と床下は、全面的に断熱をおこなったが、壁に関しては
真壁造りの土壁のため半分程度しか断熱ができていない。欄間部（建
具上部）に真壁を生かした断熱壁として、既存土壁に真空断熱材（厚
さ5ミリ）を貼りその上にさらに土壁を塗り真壁に納めたディテール
を考案し、試験施工を行った。現在、京都大学小椋・伊庭研究室によ
り、温湿度の計測とエネルギー消費の分析を通年で行っている。まと
まった折には、あらためて報告させていただきたい。

＜中江　哲＞

中江邸見学会

こちらの建物の改修履歴の中からできた産物ですが、妻壁が一部二重
に作られていて、今回の改修でもその壁はそのまま利用されることに
なりました。二重である土壁の熱容量は大きく、断熱材の設置はない
ようですので熱貫流そのものは大きいのでしょうが、一度暖まると冷
めにくく、またその逆でもあるので、長期間安定して温度管理しなが
ら生活をしていると室温の安定につながるかと思いました。また土の
質量が多い分、土壁の湿度の吸放湿性も性能が望めそうでした。
目新しい試みとしては真空断熱パネルを小壁ですが埋設し、土壁仕上
げとされています。通常の土壁に不織布で巻いた真空断熱パネルをは
め込み、手前に竹ひごで下地を作って不織布と竹ひごで土を定着させ
る構造です。大面積での課題はあるかと思いますが、断熱埋設土壁の
熱貫流の性能が気になるところです。壁体内結露などどのような結果
が出るのか大変興味深いです。

＜京町家作事組　設計担当理事　冨家裕久＞



京町家情報センター事務局・ 城 　〒 604-8241　京都市中京区三条新町西入釡座町 32番地
じょう

　　　　　　　　　電話 075213 1430　ファクス075-213-3013　 johocenter@kyomachiya.net

1. 居住用

　　京町家の活用方法として、やはり1番数が多いのは居住用
賃貸住宅物件です。京町家は当然の事ですが、古い物件です。
未改装の物件は比較的に賃料が低い傾向にあるのですが、屋根
や構造・トイレ・お風呂・台所といった水廻りの設備の更新や、
ライフスタイルの変更等に合わせて間取りを変更している物件
は比較的高い賃料で借りて頂けるようになっています。また京
町家が持つ経年美を上手く生かした物件は賃貸物件、売買物件
問わずに若い方達からも人気の物件です。
　京町家を使ったシェアハウスも、ここ10年くらいで登場して
来た新しいスタイルです。
（シェアハウスとは自分のお部屋とは別に、共同利用できる共有
スペースを持った賃貸住宅のことで、共同住宅ならではの「共有」
と「交流」を楽しめる新しい住まいの形として外国人・日本人
を問わず認知されて来ています。シェアハウスの魅力の1つは、
通常の賃貸住宅に比べて初期費用・毎月の費用を抑えてリーズ
ナブルな価格で住める事です。）
　京町家マンスリー（最低契約期間１ヶ月からの短期賃貸契約）
の物件も長期滞在旅行者や移住希望者や長期出帳の方達に人気
の物件です。通常の賃貸物件とマンスリータイプで大きく異な
るのはその設備です。マンスリータイプは短期間住む人をター
ゲットとしているので生活に必要な家具や家電が最初から備え
付けられています。多くの場合備え付けられているのは、冷蔵庫、
テレビ、電子レンジ、洗濯機、ベッド（布団）の生活に欠かせ
ない生活家電です。部屋に着いたらそのまま生活が出来る環境
が整えられていますので面倒な引越作業をほとんどしなくて済
むのは、住む側にとっても大きなメリットです。又、敷金・礼
金等が安い事と、退去する時期を自由に決める事が出来るのが
大きな特徴です。

2. 事業用

・事務所等
　京町家が持つ歴史的な雰囲気から事務所として利用される事も
多い京町家ですが、最近の新しい試みとしては、大型の京町家等
がシェアオフィスやコワーキングスペースとして利用されていま
す。（コワーキングとは、事務所スペース・会議室・打合せスペー
スなどを共有しながら独立した仕事を行う共働ワークスタイルの
事です。また、独立して働きつつも価値観を共有する参加者どう
しで社交や懇親を図る働き方です。）

オーナー登録数：延238
ユーザー登録数：延1758
物件登録数：延1854
成約件数：延222 　　            （2019年2月5日現在）

*　　　　*　        *

・宿泊施設
　京町家の利用方法として最近の海外からの旅行客の増加に
伴って増えているのが、京町家を利用した宿泊施設です。京都
市も京町家を宿泊施設にする事を積極的に進めているので条例
によって各種規制の一部が緩和されています。タイプとしては
主に下記の２タイプです。

　京町家一棟貸
京都で暮らすように宿泊出来るので人気の宿泊形態です。室内
の設備はホテルと同じ程度かそれ以上スペックの物件も多く、
貸切りなのでゆったりくつろげます。多人数宿泊出来る施設等
各施設に個性のあるのが特徴です。多くの企業がこのタイプの
宿泊施設を開業されています。

　ゲストハウスタイプ
1つの京町家に不特定の複数名で宿泊するタイプの宿泊施設で
す。サービスは最小限の施設が多いですが、宿泊価格が安いの
が魅力です。

・店舗等
京町家は建物として京都らしい町並みを作っているだけでなく、
京都の文化歴史を物語っています。そのため近年では店舗とし
ても利用しやすい京町家はテナント物件としても人気が高まっ
ています。物販業・飲食業・サービス業のどれでも京町家の特
徴を生かした活用を行う事が可能です。又、商家として建てら
れた京町家の場合立地条件も良い場所にあります。京町家は居
住空間だけでなく、貸店舗としての利用価値も高い物件です。
経年美を感じられる京町家は京都ならではのテナントとして活
用する事で京都の景観の維持保全にもつながります。また、京
町家が持つ文化的雰囲気からギャラリーやレンタルスペースと
して活用されている町家も多数あります。

　京町家の活用方法も時代とともに少しずつ変化して来ており
ます。新しい動きを交えながら京町家の活用方法をご紹介させ
て頂きました。活用に興味のある方は参考にして下さい。

町の暮らしの知恵が凝縮された町家は今さら私が申すま
でもなく、貴重な宝物と思っています。このことを若い
人たちに理解していただきたいと思っています。ずーっ
と以前から小さい町家に住み続けて町家への願いを思い
続けてきた一人の老人として、伝えていく使命を託され
ています。待った「ナシ」のタイミング、切迫感にせま
られた中から生まれた言葉です。取り壊され続けている
現状に「ちょっと町家！」と声を大にして叫びたくなっ
たのです。

京ことばで言うなら「お」をつけて「ちょっとお町家！
」と申したくもあり……、とにかく言い合うことも面白
いでしょう。若い人たちと一緒にこの活動の輪を広げて
いくことが何より大切と思います。
さあ！歩み続けましょう。

チコちゃんならぬ、次の出番はヨッちゃんぢぢいかも…。

＜若山喜正（京町家友の会、京町家情報センター）＞

不動産屋さんに聞く、京町家の話　vol.3

「京町家の活用方法」 ルームプラス　高瀬秀一郎
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